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安全上のごを意 

製品を安全にご使用いただくために、「を全上のごを意」をご使用の前じよくお読みくださし、。 



巧頒ブラクを 
コンセントから 
巧け 


水や異物を入れない 

機器の内部に、水や、金萬.紙などの 
異物を人れないでください。 

< '火災や離體の慨蝶がありまず〉 

@人ってしまったら、ただもじ懊用を 
中止してください。 

* 才…ディホ装置本体の常源スイッ子 
を切り、コンセントから電源ブラダ 
を化いてください。 

® 点検、修理をご'依頼ください。 


異常かな？と思ったら 


ケースを絶巧に開けないでください 


スピーカーのキャビネット、カバ… を 
開けたり改造をしないでください。 

く火災や離證の危臟がありまず> 

® 点検、修理は販兜瞄またはケンウッ 
ド常業所へご彼賴ください。 


煙がおたり、舉な莫いゃ音がする靖 
を、機器の使用をやとしてください。 
く 火災ゃ廠蓝のを隙があります> 

© 髓もにオーディホ殺置本化の避澗ス 
イツずをがり、コンセントから•遊源 
プラダを抜いてくどさい。 

©安をを碰かめてから、修理をご依頓 
ください。 


絵表示について 


A \ 警告 

/ K ミ主意 


絵表示の例 


この取扱説明書では、製品を安全に正し〈お使い頂き、あなたや他の人々への危 
害や財産への損害を未然に防止する為に、いろいろな絵表示をしています。 

その表示と意ホは夕のようになっています。内容をよく理解してから本文をお読 
みください。 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が巧 t またをよ重傷を負う可能性 
が想をされる内容を示しています。 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が障害を負う可能せが想定され 
る内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。 

A 記号は—ま意（を険•警告をさむ）を促す巧容があることを告げるものです。 
図の中に具体的なま意内容（左図の場さは感電ミ主意）が巧かれています。 

の記号は禁止の行為であることを告け'るものです。図の中やお傍に具体的な禁 
止内容（左図の場合はみ解禁止）がおかれています。 

• 記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。図の中に具体的な 
-指示内容（左図の場合は電ミ原プラグをコンセントから抜け）が描かれています。 














不安をな場所には置かない 

ぐらついた台の」1や倾いた所など、 
不を定な場所に體かないでください。 
<落らたり倒れたりして、けがの原因 
じなることがありまず> 


上にのらない 

特にお乎棟が上に荣ったり、ぶら下 
がったりしないように、ご•注:意くだ 
さい。 

く倒れたり、こわれた巧して、けがの 
原因じなることがあります> 


温度の高い塌所には S かない 

磕弓寸日光が当る場が、曠觸微興のおく 
など、興常に温度が歸くなる場巧に放 
.夥しないでくだをい。 
r 本体や部品に驅い影觀を巧-え、火災 
の願因になることがありまず） 


指虚が外のものを載せない 

特に指躯のない蠕合でも、ぐらつくよう 
な蓮;いもの、また外枠から!立み,出るよう 
な大きいものを載せたり、體いたりしな 
いで下さい。 

くくずれて倒れたり落下して、’けがの原 
因となることがありま1-> 


異常な音を出し続けない 

スピーカ…を授時鋼、補-为;われたり、 
歪んだ:厌避で使わないでくだをい。 

く発離し、火災の原因となることがあり 
ます> 


ビニール 袋に-;主意 

ビニ--ル袋は子供や幼おの手の届かない巧にか 
たづけ、かぶって遊んだりしないようご注意く 
たさ レ、。 

<窒息の危険がありま寸〉 


風呂場では使用しない 

風呂場など、湿度の窩いところや、水はねのあ 
る場巧で使用しないでくだをい。 

<かおや感電■の危険がありま寸> 


懸包强ケースはぜひ保管されて、修理サービスや移転などのと 
き、スビ…力ーシステムを保護寸-るためじご利用ください。 


B 付属品 


ステレオ音のェチケ 


ソ 



楽しい音楽も、時と場巧によっては気になるもので 
寸'。隣り近所への配慮も十かいたしましょう。ステレ 
才のを薇は、あなたの‘こ、がけホ第でたきくも小さくも 
なります。静かな夜間は、小さな音でも通りやずいも 
のです。夜間のを楽鑑賞には、特に気を配りましょう。 

をを閉めたり、へツドホンをご 1 お用になるのも 一つ 
の方法です。お互いにんをおり、快い生巧環境を守り 
ましょろ0 

















■イま用上のご';主意 

爆このスじ一力-シス7-ムのぶ巧イ ンピーダンスは60 です。ご 
此 W じなる 7' ン V’ の规巧を调ベて、 60の負荷インピーダンス 
が(が H てきることを確.,忍してください。 

•このスピーカシステムの臓間おん人力は 1( X ) W です。過大な入 
力をスピ -- — 力…に加えると、呂'兵をそこねたり、な障の原巧と 
なることがありますので、次のことに .'' i -分ご注意ください。 

こ迁こ 

1. スピーカーシステムの、瞬間最大入力た(下の出力のアンプをご 
使用じなるときでも、ボリユームをあげ過ぎると、アンプの出 
力が歪み過大入力となります。ボリユームをあげ過ぎないでく 
ださい。 

2. アンプの卜ーンコントロール （ BASS 、 TREBLE ) やラウドネス 
コントロールなどで、低音域や富音域のレベルを大幅にあげた 
状態で、ボリユームをあげ過ぎないでください。 

3. FM 放送の局間ノイズや、テープの早送りによる高調ぶ成分を 
まんだ信号等を、連続して加えないでください。 

4. アンプのスイッチを切り換えるときや、レコード盤に針をおろ 
すときは、アンプのボリュームを最小にしてくださし、。 


圓スピーカーの 防磁と テレビについて 

しこのスピーカーシステムは、 テレビとの近接使用が可能なス 
ピーカーシステムです。 設置のしかたによっては、色ムツを化 
じる場合があります。その場合は、1度テレビのぶ源を切り、 
15〜视み後に再びスイッチを入れてください。テレビの自己消 
お機能じより、画面への影響力巧！:善されまず。その後もをムラ 
が残るような場合には、スピ力一ををもに離してご使用くだ 
さ レ、。 

2 . 近くじ磁石など磁気を発も寸るものが縱かれている場合には.、 
スビーカーとの相巧:巧用により、テレビに色ムラをを生ずる場 
をがありますので、錠 K にご注* ください。 

3. テレビからの麗協波の誘導作用じより、ステレオの電源スイッ 
チカ; OFF のときでも、スピーカーから.齒•が M こえることがあり 
ます。その場合も、テレビとスピーカーを離して鼓置してくだ 
さい。 

■セ'ソトのぉ手入れ 

キャビネットなど为;'•巧れたと查は、やわらかい布でからぶきし 
ます。シンナー、ベンジン、アルコールなどは変 fe の原因になる 
こと力 S ' ありますので、ご使用じならないでください。 



右側 スピーカー 左側 スピーカー 



アンプの スピー カー 雜子 


ご迂意：- 

1. スピーカーコードを接続する前に、'必、ずアンプの電源;を切って 
ください。電源を入れたまま接続すると、 スピーカーシステム 
が故障することがあります。 

2. 端子とスピーカーコードの極せ（+)、（_)をまちがえて接続 
すると、音像が定まらず、せ音域の量感も得られません。端子 
とコードの極性じ-ま意して接続してください。 

3. バナナプラグをご使用になる場合は、スピーカー端子のネジを 
締めてから差し込んでください。 


1 . 1巧かつて左側のスピーカーシステムは、アンプのスピ--力--端 
子し（左）に、右側のスピーカーシステムは、アンプのスピ-- 
力一端子 R (右）に接続しまず。 

#このスピーカーシステムには、左供し右側設 e 用の区別はあ 
りません。 

2. 付属のスピーカーコードには、円たストライプの線（十）とス 

トライプなしの線（…）がありまずので、アンプのスピーカー 
端子 （+) 側にじ)をストライプの線、 （--） 側にストライ プなし 
の I をを接続してください。 

3. スピーカーシステムの入力端ではホ（ホ線のマーク）の夕- ''ミ 
ナルが（ + )、 黑（黒線のマ--ク）の夕ーミナルが（- ) です。 
付属の スピーカーコードの ['1 れストライプの線を?ホ-;夕ーミナ 
ル、ストライプなし の線を 4 1 ク- ミナルにを-続しまず。 































定 格 


これらの定格およびデザインは、技術開発にともない予告なく 
変更することがあります。 

種も I . 防磁型 ( EIAJ ) .2 ウェイスピーカーシ 

ステム 

エンクロージャー . バスレフま、ブックシェルフ タイプ 

ゥォールナット木目調 PVC 仕上げ 

スピーカーユニット 

ウーハー .130 mm コーンお 

ツイーター .25 mm ドーム形 

瞬間最大乂力 .100 W 

定格インピーダンス . 60 

巧生周ぶ数特性 .55 Hz 〜30,000 Hz 

クロスオーバー周ぶ致…3500 Hz 

出力音圧レベル .86 dBAV ( Im ) 

外形寸法 . (幅）206 X 搞さ）362 X 典行） 268 mm 

正ホ質量 . & 5 kg /1台 

付属品 . スピーカーコード2本けかバ2_；) 


サランネットのとりはずし方 


•かしかた 

①下部隅を手前に引く ②上部隅を手前に引く 



♦戻し方 

上と逆の順序で行ないます 


》「防磁型 ( EIAJ ) J とは、（杜）日本電子機械工業会 （ EIAJ ) の 
技術を準に適合したスピーカーシステムです。 


保言正書とアフターサービス 


1. 保証書一 このスピーカーシステムには、保証書がついていま 
す。お、ず所定事項の記入、および記載内容をご確認のうえ、 
大切に保管してください。 

2. 保証期間一 お買いあげの日から 1 年です。正常なご使用状態 
で、この期間内に万一故障した場合には、保証書の記載内容 
により、お買いあげ販売店またはケンゥッドの営業所が 無料 
修理いたします。 

3. 巧証期間経過後の修理に ついては、お買いあげ販売店、また 
はケンウッドの営業所にご相談ください。修巧じよって機能 


が維持できる場合は、お客様のご要望じより 有料修理いた し 
ます。 

4. スピーカーシステムの 補修用性能部品の最低保有期間は、 製 
造打切後8年です。この期間は通商産業省の指導によるもので 
す。補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために 
必要な部品です。 

5. なおア フター サービスに ついて ご不明な点は、お買いあげ販 
売店、またはケンウッドの営業巧に、ご遠慮なくご相談くだ 
さ レ、 0 


お客様または第=者が，この製品の誤使用、使用中に生じた故障、その他の不具合またはこの製品の使用によって受けられた損 
害については、法令上の賠償責巧が認められる場合を除き、当杜は一巧その責任を負いませんので、あらかじめご了承くださし、。 


KENWOOD 

株式会れ クンウッド 

干150まま都渋さ区道玄坂 1-14-6 

♦商品、商品の取り扱いに関するお問い合わせは、お客様相談室をご利用ください。 

お客様相談室 （まま偉話 （03)3477-5335 干153まま都目黒区青葉台 3-17-9( ケンウッド青葉台ビル） 

(大阪)電話 (06)357-5335 干534大阪ホ都島区ま野田町 1-20-5( 大阪ま橋第一生命ビル) 
©ァ フター サービスについては、お買いあげの販売店か、または別紙「ケンウッド全国サービス網」をご参照、のうえ、 
最害りのサービスステーション、 を営業所に ご相談ください。 



















